
 

学校番号 306 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーシ

ョン英語Ⅲ 
４ 第３学年 

使用教科書 「PROMINENCE English Communication III 」東京書籍 

副教材等 

「Prominence English Communication Ⅲ」 生徒用音声CD、「システム英単語 ５訂版 必出２０００＋多義語１８０」（継

続）、「Cutting Edge Green」、「共通テスト英語読解トレーニング」、「大学入学共通テストリスニング分野別 10min. 」、 

「2024年受験用 大学入学共通テスト対策Reach40（バラ）」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は，「話すこと」，「書くこと」，「聞くこと」，「読むこと」という４技能の力をつける授業です。そのため，聞いたり読んだりしたことを基に

情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については，実際のコミュニケーションでどのように使われるか，ということを意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意

識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションなどに気をつけ，聞いている人にきちんと伝わるような音読を心がけましょ

う。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DOリストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（４単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書，教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 
科目・評

価 

①教科書の各レッスンの内容に
ついて，口頭で５０語程度で要約
が出来る． 

②社会的な問題について，自分
の意見を述べることが出来る． 
③与えられた絵や文字の情報か

ら自分の言葉で状況の説明がで
きる． 
④社会的な話題について他人と

議論ができる． 

コミュ英Ⅲ  
 
 

英語表現
Ⅱ 
 

小テスト 
宿題 

①教科書の各レッスンの内容
について，50語程度の要約を
書くことができる． 

②時事問題などについて，自
分の意見をまとめて書くことが
できる． 

③与えられた絵や文字の情報
から状況を説明する英文を書
くことができる． 

④入試の英作文をほぼ書くこ
とが出来る． 

コミュ英Ⅲ  
 
英語表現

Ⅱ 
 
定期考査 

 
小テスト 
宿題 

①馴染みのない内容について話
された英語を聞いて要点を理解
することができる． 

②社会的な内容についてのスピ
ーチや講義を聞いて必要な情報
を得ることができる． 

③国内向けに放送されている英
語のニュースを聞いて概略を把
握することができる． 

④入試のリスニング問題をほぼ
聞き取ることができる． 

コミュ英Ⅲ  
 
英語表現

Ⅱ 
 
小テスト 

宿題 

①１分間に１２０語のスピードで
音読できる． 
②１分間に１４０語のスピードで

黙読できる． 
③資料から必要な情報だけを
読み取ることができ 

④英字新聞や英語の雑誌を読
んで要点を理解することができ
る． 

④入試問題の長文をほぼ理解
して読むことができる． 

コミュ英
Ⅲ  
 

英語表現
Ⅱ 
 

定期考査 
 
小テスト 

宿題 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

コミュニケーションに関心を持

ち，積極的に言語活動行い，コミ

ュニケーションを図ろうとしてい

るか． 

授業中における学習状況の観

察． 

課題，ノートなどの提出状況． 

外国語で話したり書いたりして，情報や

考えなどを適切に伝えているか． 

授業中における学習状況の観察． 

課題，ノートなどの提出状況． 

発表． 

小テスト． 

定期考査． 

外国語を聞いたり読んだりして，情報や

考えなどを的確に理解しているか． 

授業中における学習状況の観察． 

課題，ノートなどの提出状況． 

リスニングテスト． 

定期考査． 

外国語の学習を通して，言語やその運

用についての知識を身に付けていると

共に，その背景にある文化などを理解

している． 

授業中における学習状況の観察． 

課題，ノートなどの提出状況． 

定期考査． 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます． 

学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します． 

 

  



 

４ 学習の活動  

単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 1 
Ito Jakuchu 
― The 
Rediscovered 
Artist 

（5時間） 

明治以降，一般か

ら忘れ去られて

いた江戸の絵師，

伊藤若冲。第2次

世界大戦後，若冲

の存在を世に知

らしめたのは，何

とアメリカ人コ

レクターだった。

若冲の絵の特徴

や独特の技巧に

ついて読み解き，

日本の美術につ

いて考える。 

優れた芸術作品は時間

と国境を超越すると言

われるが，伊藤若冲の

作品はその典型的な好

例であろう。長らく忘

れ去られていた若冲の

絵の価値を見出したの

は，アメリカ人コレク

ターのジョー・プライ

ス氏だった。若冲の絵

に魅了されたプライス

氏は収集のために日本

を訪れ，集めた絵を望

む人々に鑑賞させるこ

とをいとわなかった。

こうして若冲の作品は

徐々に再評価が進み，

近年では若者たちも巻

き込んで「若冲ブーム」

の様相を呈している。

生徒たちには，このよ

うに時間と国境を超越

した作品を生み出した

日本の文化の力を再認

識させ，合わせて「世の

中の評価」というもの

について考えさせた

い。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

200 年の時を超

越して蘇った伝

統絵画の評価と

その技巧に関心

を持ち，作品を鑑

賞・考察した結果

を周囲と積極的

に英語で意見交

換する。 

200 年の時を超

越して蘇った伝

統絵画の評価と

その技巧に関心

を持ち，作品を鑑

賞・考察した結果

を周囲と積極的に

英語で意見交換

している。 

・本文の音読練習（リピ

ート，ペア・リーディン

グ等） 

・Comprehension 

・ペアでの言語
活動を観察
する。 

• 提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

• 若冲が現代に
及ぼした影響
とその高度な
技巧について
英語で書き，
説明する。 

• 他の人に紹介
したいものを
英語で書き，
説明する。 

•若冲が現代に及
ぼした影響とそ
の高度な技巧
について英語
で書き，説明す
ることができる。 

• 他の人に鑑賞
してもらいたい
ものについて
英語で書き，意
見を言うことが
できる。 

• 本文 

•Communication 

Activity B, C 

ワークシート等

を提出させ，工

夫しながら表

現活動に取り

組んでいるか

の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

やや専門的な絵
画の技法や若冲
の言動などにつ
いて，聞いたり読
んだりしたことを
理解し，内容に
関する質問に英
語で答える。 

やや専門的な絵
画の技法や若冲
の言動などにつ
いて，聞いたり読
んだりした内容に
関する質問に英
語で答えることが
できる。 

• Warm Up 
・ Pre-Reading 
Questions 
• 本文 

•Communication 

Activity A 

ワークシート等

を提出させ，本

文の内容をど

れほど理解で

きているかの判

断材料として活

用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本の伝統絵画

を多面的に評価

する視点をも

ち，特に現代の

科学技術との関

連性について的

確に理解する。 

日本の伝統絵画

を多面的に評価

する視点をもち，

特に現代の科学

技術との関連性

について的確に

理解している。 

タイトルページの絵と
写真 

言語の使用場
面と働きを意識
した筆記テスト
により，知識が
身についてい
るかを判断す
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 2 
Leaving 
Microsoft to 
Change the 
World 

（5時間） 

 

世界的な大企業

の青年重役ジョ

ン・ウッド氏が，

会社を辞めて世

界中の子供たち

に教育の機会を

与えるNPOを創

設する。彼の人生

における新たな

進路の選択につ

いて考える。 

人生の意味や目標とそ

れを実現させるための

方法，その重要な部分を

占める職業の選択など，

ある程度の現実感をも

って考えている生徒は

数多くいることだろう。

本課の題材には，これら

の問題に対するいくつ

かの示唆が含まれてお

り，生徒の視野を広げる

のに役立つことだろう。 

ジョン・ウッド氏の順風

満帆と思われた人生の

進路を変更させた理由

と動機，その変更に伴う

大きな損失と危険，タイ

トルの to Change the 

World が大げさとは言

えないほどの成果を上

げている，彼の組織運営

の手腕とそれを支える

強固な信念などに注目

させつつ，人生における

進路の選択について考

えさせたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・人の生き方・人

生の進路の選択

に関心を持ち，自

分の進路につい

て考えながら，題

材を鑑賞する。 

・ウッド氏の人生

の選択について，

グループ内で積

極的に英語で意

見交換する。 

・人の生き方・人

生の進路の選択に

関心を持ち，自分

の進路について考

えながら，題材を

鑑賞しようとして

いる。 

・ウッド氏の人生

の選択について，

グループ内で積極

的に英語で意見交

換しようとしてい

る。 

・ 本文の音読活動（リ
ピート，ペア・リーデ
ィング等） 

・Comprehension 
 

・ペアでの言
語活動を観
察する。 

・ 提出物の有
無。 

「外国語表現の能力」 

・ 絵とキーワ
ードを使っ
て，ウッド氏
の人生の進
路変更の様
子について
口頭で説明
し，自分の意
見を述べる。 

・ 仮定の状況
について，自
分の意見を
英語で書き，
グループ内
でそれを発
表して他の
メンバーと
意見を交わ
す。 

・ 絵とキーワー
ドを使って，
ウッド氏の人
生の進路変更
の様子につい
て口頭で説明
し，自分の意
見を述べるこ
とができる。 

・ 仮定の状況に
ついて，自分
の意見を英語
で書き，グル
ープ内でそれ
を発表して他
のメンバーと
意見を交わす
ことができ
る。 

• 本文 
• Communication 
Activity A, B, C 

ワークシート

等を提出させ，

工夫しながら

表現活動に取

り組んでいる

かの判断材料

として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

ウッド氏の人生

の進路の選択に

ついて読んだり

聞いたりしたこ

とを理解し，内容

に関する質問に

英語で答える。 

ウッド氏の人生の

進路の選択につい

て読んだり聞いた

りしたことを理解

し，内容に関する

質問に英語で答え

ることができる。 

• Warm Up 
• Pre-Reading 

Questions 
・本文 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・人生の進路の選

択について柔軟

に考える。 

・自分や身近な人

と比較して，その

共通点や相違点

を的確に理解す

る。 

・人生の進路の選

択について柔軟に

考えている。 

・自分や身近な人

と比較して，その

共通点や相違点を

的確に理解してい

る。 

タイトルページの写
真・地図・グラフ 
 

言語の使用

場面と働き

を意識した

筆記テスト

により，知識

が定着して

いるかを判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時

間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 3 

A One-

Million-

Dollar 

Lottery 

Ticket 

（5時間） 

100 万ドルの当

たり宝くじ券を

巡って，アメリ

カで三つ巴の裁

判訴訟が起こっ

た。所有権を主

張する3人の訴

えを読み，その

所有権は誰にあ

るのかを考え

る。 

本課では，実際にア

メリカで起こった当

たり宝くじ券にまつ

わる裁判訴訟につい

て扱う。捨てられて

いた外れ宝くじ券の

中から偶然当たり券

を発見して，賞金を

手にしたシャロン・

ジョーンズ。ジョー

ンズはその宝くじ券

をごみの中から拾っ

たのだから，宝くじ

券は店のものだと主

張する店長のリサ・

ペトリチズ。最初に

買ったのに当選検査

機のせいで外れたと

思わされて，宝くじ

券を捨てたシャロ

ン・ダンカン。この3

人の中から所有権者

を決定するという難

解な訴訟ではある

が，生徒には公正で

自由な判断を下すよ

う指導したい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

訴訟を審理する裁判

と裁判制度に関心を

持ち，自分が参加す

るときのことを想像

しながら，訴訟の内

容と当事者たちの主

張について理解し考

えようとする。 

訴訟を審理する裁判

と裁判制度に関心を

持ち，自分が参加す

るときのことを想像

しながら，訴訟の内

容と当事者たちの主

張について理解し考

えようとしている。 

• 本文の音読練習（リ
ピート，ペア・リー
ディング等） 

• Comprehension 

・ペアでの言
語活動を観
察する。 

・ 提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

・ キーワードや絵

を使って，当た

り宝くじ券の訴

訟の内容を順を

追 っ て 再 話

(retelling)する。 

・ 誰が当たり宝く

じ券の所有者な

のかについて意

見を書き，グル

ープ内で意見を

述べる。 

・ キーワードや絵

を使って，当たり

宝くじ券の訴訟

の内容を順を追

っ て 再 話

(retelling)するこ

とができる。 

・ 誰が当たり宝く

じ券の所有者な

のかについて意

見を書き，グルー

プ内で意見を述

べることができ

る。 

• 本文 

•Communication 

Activity A, B, C 

ワークシート

等を提出させ，

工夫しながら

表現活動に取

り組んでいる

かの判断材料

として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

当たり宝くじ券を巡

る訴訟の内容につい

て，読んだり聞いた

りしたことを理解

し，内容に関する質

問に英語で答える。 

当たり宝くじ券を巡

る訴訟の内容につい

て，読んだり聞いた

りしたことを理解

し，内容に関する質

問に英語で答えるこ

とができる。 

• Warm Up 
•Pre-Reading 

Questions 

•本文 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ アメリカが訴訟

社会と呼ばれる

理由をタイトル

ページのグラフ

や本文の内容か

ら理解する。 

・ 日本の裁判員制

度のあらましを

理解する。 

・ アメリカが訴訟

社会と呼ばれる

理由をタイトル

ページのグラフ

や本文の内容か

ら理解している。 

・ 日本の裁判員制

度のあらましを

理解している。 

• タイトルページの
グラフやイラスト 
• 本文 

 

言語の使用場
面と働きを意
識した筆記テ
ストにより，知
識が定着して
いるかを判断
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 4 

Recycling 

Hotel Soap to 

Save Lives 

（5時間） 

ウガンダからの

難民デレク・カ

ヨンゴ氏が，ア

メリカのホテル

で廃棄される石

鹸を再利用し

て，発展途上国

の衛生環境の改

善に貢献する活

動を始める。カ

ヨンゴ氏の活動

を通して，世界

の衛生状態の格

差や乳幼児の死

亡率などについ

て考える。 

ホテルや旅館に備え

付けの石鹸が，宿泊

客に何度か使われた

後どうなるのかとい

うことなど，生徒の

みならず多くの日本

人はあまり考えたこ

とがないだろう。し

かし，ウガンダから

アメリカに来た戦争

難民のデレク・カヨ

ンゴ氏にとって，使

用済みの石鹸がごみ

として扱われること

は，まったく想像も

つかないことだっ

た。彼はホテルから

捨てられる石鹸を回

収して再生し，衛生

環境の劣る地域に送

り届ける活動を始め

る。世界には，石鹸が

1 つあれば乳幼児の

命が助かり，また人

間としての尊厳を取

り戻せる地域がある

のだという事実を学

ばせ，１つのアイデ

ィアを実現させたと

きの成果の素晴らし

さについても考えさ

せたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

公衆衛生面における

世界の地域間格差

の現状に関心を持

ち，資源の再利用

や地域間格差の問

題について，自分

ができることは何

かを考える。 

公衆衛生面における

世界の地域間格

差の現状に関心

を持ち，資源の

再利用や地域間

格差の問題につ

いて，自分がで

きることは何か

を考えようとし

ている。 

・本文の音読練習（リ

ピート，ペア・リーデ

ィング等） 

・Comprehension 

 

・ペアでの言
語活動を観
察する。 

• 提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

・ キーワードや絵
を使って，カヨ
ンゴ氏の経験と
活動内容を順を
追って再話
(retelling)す
る。 

・ 貧しい地域の
人々にはどのよ
うな問題があ
り，彼らを援助
するために何が
できるかについ
て書き，グルー
プ内で意見を述
べる。 

・ キーワードや絵
を使って，カヨ
ンゴ氏の経験と
活動内容を順を
追って再話
(retelling)する
ことができる。 

・ 貧しい地域の

人々にはどのよ

うな問題があ

り，彼らを援助

するために何が

できるかについ

て書き，グルー

プ内で意見を述

べることができ

る。 

• 本文 

•Communication 

Activity A, B, C 

ワークシート

等を提出さ

せ，工夫しな

がら表現活動

に取り組んで

いるかの判断

材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

公衆衛生面における

世界の地域間格差の

現状について，読ん

だり聞いたりしたこ

とを理解し，内容に

関する質問に英語で

答える。 

公衆衛生面における

世界の地域間格差の

現状について，読ん

だり聞いたりしたこ

とを理解し，内容に

関する質問に英語で

答えることができ

る。 

• Warm Up 
•Pre-Reading 

Questions 

・本文 

ワークシート

等を提出さ

せ，本文の内

容をどれほど

理解できてい

るかの判断材

料として活用

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ カヨンゴ氏がグ

ローバル・ソー

プ・プロジェク

トを設立した背

景や活動内容に

ついて理解す

る。 

・ 地域間格差が発

生する原因や，

それが地域住民

に及ぼす影響に

ついて理解す

る。 

・ カヨンゴ氏がグ

ローバル・ソー

プ・プロジェク

トを設立した背

景や活動内容に

ついて理解して

いる。 

・ 地域間格差が発

生する原因や，

それが地域住民

に及ぼす影響に

ついて理解して

いる。 

•本文 
• タイトルページの写
真・地図・グラフ 

 

言語の使用場
面と働きを意
識した筆記テ
ストにより，
知識が身につ
いているかを
判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 5 

Question 

Authority! 

（5時間） 

日本人とアメリ

カ人とでは大き

く異なる，「権

威」に対したと

きの考え方や態

度について学

び，その違いが

どのような行動

になって表れる

かについて考え

る。 

権威を疑ったり異議を

唱えたりすることは，

アメリカの子供たちに

はごく自然なことであ

る。ここで言う「権威」

とは，権力のある人や

組織のことであり，親，

教師，上役，政府，規則

などのことである。「権

威を疑え！」という標

語はアメリカ文化のあ

らゆるものに見うけら

れ，時に，学生が授業

で教師にいろいろ異議

を唱え続けるという極

端な例も見られること

がある。一方で，日本

の学校で教えている筆

者は，日本に来てから

小さな権威については

受け入れる癖がつき，

例えば，アメリカでは

自動車が走っていない

ときは赤信号でも通り

を渡っていたのに，日

本では信号が変わるの

を待つ習慣がついたと

述べている。このよう

な日本人と異なる価値

観や思考方法をもった

アメリカ人と良好な関

係を築くためには，積

極的に意思疎通を図る

だけではなく，生活習

慣や文化的背景につい

ての知識を身につけて

おくのも重要であるこ

とを学ばせたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ アメリカの子

供たちが「権

威を疑う」理

由について積

極的に考えよ

うとする。 

・ 「権威」に対

する日本人の

態度や対応ぶ

りとその理由

について積極

的に考えよう

とする。 

・ アメリカの子

供たちが「権威

を疑う」理由に

ついて積極的

に考えようと

している。 

・ 「権威」に対す

る日本人の態

度や対応ぶり

とその理由に

ついて積極的

に考えようと

している。 

• 本文の音読練習（リ
ピート，ペア・リーデ
ィング等） 

• Comprehension 

・ペアでの言
語活動を観
察する。 

・ 提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

・ 「校則や学校

の伝統につい

て異議を唱え

たいですか。」

というトピッ

クについて英

語で答えて，

50 語ほどの

意見を書く。 

・ グループ内

で，上のトピ

ックについて

話し合い，グ

ループとして

の結論を出

す。 

・ 「校則や学校

の伝統につい

て異議を唱え

たいですか。」

というトピッ

クについて英

語で答えて，

50 語ほどの意

見を書くこと

ができる。 

・ グループ内で，

上のトピック

について話し

合い，グループ

としての結論

を出すことが

できる。 

• 本文 

•Communication 

Activity A, B, C 

・ディスカッ

ションへの取

り組み方。 

・ワークシー

ト等を提出さ

せ，工夫しなが

ら表現活動に

取り組んでい

るかの判断材

料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

「権威を疑う」と

いうアメリカの子

供たちの習慣につ

いて，読んだり聞

いたりしたことを

理解し，内容に関

する質問に英語で

答える。 

「権威を疑う」と

いうアメリカの子

供たちの習慣につ

いて，読んだり聞

いたりしたことを

理解し，内容に関

する質問に英語で

答えることができ

る。 

• Warm Up 

•Pre-Reading 

Questions 

・本文 

・Listening 

Comprehension 

 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ 大小の権威に

対する考え方

について，日

本人と英米人

との違いを理

解する。 

・ 権威に対する

対応ぶりは変

化する場合も

あることを理

解する。 

・ 大小の権威に

対する考え方

について，日本

人と英米人と

の違いを理解

している。 

・ 権威に対する

対応ぶりは変

化する場合も

あることを理

解している。 

・本文 

・タイトルページの写

真や記事 

言語の使用場
面と働きを意
識した筆記テ
ストにより，知
識が身につい
ているかを判
断する。 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時

間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 6 

The True 

Cost of Fast 

Fashion 

（5時間） 

ファーストファ

ッションの衣料

品は，流行を取り

入れているのに

安価なので，消費

者は何も考えず

に買い求めてし

まう。その生産に

伴う，いくつかの

深刻な問題につ

いて考える。 

この前の日曜日に買

った，安価だが素敵な

衣服と，遠くて貧しい

外国の都市で起こっ

たビルの崩落事故と

を結びつけて考える

のは，容易なことでは

ないと思われる。世界

中で人気のあるファ

ーストファッション

（流行を反映した安

価な衣料品を短期間

で大量生産して販売

する会社や事業形態

を指す）を生産する

国々では，劣悪な労働

環境下での低賃金長

時間労働が常態化し

ており，そこで使われ

る化学薬品による大

気と水の汚染は深刻

である。生徒には，衣

料品メーカーは消費

者が求めるから製造

販売するのだという，

グローバル経済の負

の側面を理解させた

うえで，これらの人権

侵害と環境問題を解

決するための積極的

な方策について考え

させたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ ファーストフ

ァッションの

生産国におけ

る人権侵害と

環境問題につ

いて関心を持

ち，その現実

的な解決策に

ついて積極的

に考える。 

・ 「ファースト

ファッション

の問題を解決

するために何

をするか。」と

いうトピック

でプレゼンテ

ーションを行

う。 

・ ファーストフ

ァッションの

生産国におけ

る人権侵害と

環境問題につ

いて関心を持

ち，その現実的

な解決策につ

いて積極的に

考えようとし

ている。 

・ 「ファースト

ファッション

の問題を解決

するために何

をするか。」と

いうトピック

で積極的にプ

レゼンテーシ

ョンを行おう

としている。 

・本文の音読練習（リピ

ート，ペア・リーディ

ング等） 

・Comprehension 

 

・ペアでの言語
活動を観察
する。 

• 提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

・ 質問に答えな
がら考えたこ
とをまとめ，
論理性に注意
しながらプレ
ゼンテーショ
ンのアウトラ
インを書く。 

・ クラスでプレ
ゼンテーショ
ンを行う。 

・ 質問に答えな
がら考えたこ
とをまとめ，
論理性に注意
しながらプレ
ゼンテーショ
ンのアウトラ
インを書くこ
とができる。 

・ クラスでプレ
ゼンテーショ
ンを行うこと
ができる。 

• 本文 
•Communication 
Activity A, B, C 

・プレゼンテー
ションへの取
り組み方。 
・ワークシート
等を提出させ，
工夫しながら
表現活動に取
り組んでいる
かの判断材料
として活用す
る。 

「外国語理解の能力」 

ファーストファッ

ションの生産国に

おける人権侵害と

環境問題につい

て，読んだり聞い

たりしたことを理

解し，内容に関す

る質問に英語で答

える。 

ファーストファッ

ションの生産国に

おける人権侵害と

環境問題について，

読んだり聞いたり

したことを理解し，

内容に関する質問

に英語で答えるこ

とができる。 

• Warm Up 

•Pre-Reading 

Questions 
• 本文 

•Listening 

Comprehension 

 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ ファーストフ

ァッションの

生産国におけ

る労働環境と

賃金，環境問

題について理

解する。 

・ プレゼンテー

ションの構成

や効果的に使

える表現につ

いて理解す

る。 

・ ファーストフ

ァッションの

生産国におけ

る労働環境と

賃金，環境問題

について理解

している。 

・ プレゼンテー

ションの構成

や効果的に使

える表現につ

いて理解して

いる。 

•タイトルページの写
真と記事，グラフ 

•本文 

言語の使用場

面と働きを意

識した筆記テ

ストにより，知

識が身につい

ているかを判

断する。 

 



単元 

（配当時

間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 7 

What Is 

College For? 

（5時間） 

学校教育の総仕

上げとも言える

大学教育が，アメ

リカではこの数

十年の間に，より

多くの収入が期

待できる職業を

得るための資格

となってしまっ

た。大学は何のた

めにあるのかと

いう問いを，現在

の社会情勢と照

らし合わせつつ，

広い視野をもっ

て考える。 

大学受験を控える生

徒たちにとって「大学

教育の目的は何か」と

いう問いは，興味を掻

き立てられるものだ

ろう。学校教育で優秀

な成績を収め，優良な

企業や組織に就職し

たいという考え方は，

アメリカだけではな

く日本でも広く浸透

しているように思わ

れる。しかしだからと

いって，大学教育を支

える基盤となる思想

について考える必要

がないということに

はならない。ここで一

度，人生や社会の中で

の大学教育の在り方

という広い視野に立

って，大学教育に関す

る生徒たちの考えを

深化させたい。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

大学の存在意義に

ついて関心を持

ち，大学教育の望

ましい姿について

考える。 

大学の存在意義に

ついて関心を持ち，

大学教育の望まし

い姿について考え

ようとしている。 

・本文の音読練習（リピ

ート，ペア・リーディ

ング等） 

・Comprehension 

 

・ペアでの言語
活動を観察
する。 

・ 提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

・ 「大学では一

般教養科目を

教えるべきで

はない。」と

いう論題に関

する質問に英

語で答えた

り，50語ほ

どの意見を書

いたりする。 

・ 上の論題で，

ミニディベー

トを行う。 

・ 「大学では一

般教養科目を

教えるべきで

はない。」とい

う論題に関す

る質問に英語

で答えたり，

50語ほどの意

見を書いたり

することがで

きる。 

・ 上の論題で，

ミニディベー

トを行うこと

ができる。 

• 本文 

•Communication 

Activity A, B, C 

・ディベートへ

の取り組み方。 

・ワークシート

等を提出させ，

工夫しながら

表現活動に取

り組んでいる

かの判断材料

として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

アメリカの大学教

育について，聞い

たり読んだりした

ことを理解し，内

容に関する質問に

英語で答える。 

アメリカの大学教

育について，聞いた

り読んだりしたこ

とを理解し，内容に

関する質問に英語

で答えることがで

きる。 

• Warm Up 
• Pre-Reading 

Questions 
・本文 
・Listening 

Comprehension 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ アメリカ合衆

国の大学教育

の長所と短所

について理解

する。 

・ 日米の大学教

育の類似点や

相違点につい

て理解する。 

・ アメリカ合衆

国の大学教育

の長所と短所

について理解

している。 

・ 日米の大学教

育の類似点や

相違点につい

て理解してい

る。 

• 本文 
• タイトルページの記
事や図表 

言語の使用場

面と働きを意

識した筆記テ

ストにより，知

識が身につい

ているかを判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 8 

Attitudes 

toward Time 

（5時間） 

世界の各地域に

おける時間に対

する考え方や対

応の仕方の相違

は，どこから生

まれるのだろう

か。世界中の事

例といろいろな

仮説を読み解き

ながら，時間に

対する人々の姿

勢について考え

る。 

時間に対する姿勢（心

的態度）は，世界中の

文化圏や国々でかな

り異なっている。とい

うのも，時間はそれだ

けで独立しているわ

けではなく，それぞれ

の文化圏や国に属す

る人々の価値観や世

界観を反映している

せいである。本課で

は，各文化圏や各国に

おける時間に対する

人々の姿勢の相違と，

その原因を分析した

詳細な仮説を読み解

くことによって，他の

文化圏の人々との無

意味な誤解を避ける

と同時に，彼らとより

良好な関係を築ける

ことを学ばせたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ 世界中の文化

圏及び各国の

人々の，時間

に対する姿勢

の相違につい

て関心を持

ち，それらを

理解する。 

・ 時間に対する

姿勢の相違に

関する仮説を

理解する。 

・ 世界中の文化

圏及び各国の

人々の，時間に

対する姿勢の

相違について

関心を持ち，そ

れらを理解し

ようとしてい

る。 

・ 時間に対する

姿勢の相違に

関する仮説を

理解しようと

している。 

・本文の音読練習（リピ

ート，ペア・リーディ

ング等） 

・Comprehension 

・ペアでの言語
活動を観察
する。 

・提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

・ 「日本人はな

ぜ時間を強く

意識するの

か。」というト

ピックについ

て英語で答え

て，50語ほど

の意見を書

く。 

・ グループ内

で，上のトピ

ックについて

話し合い，グ

ループとして

の結論を出

す。 

・ 「日本人はな

ぜ時間を強く

意識するの

か。」というト

ピックについ

て英語で答え

て，50 語ほど

の意見を書く

ことができる。 

・ グループ内で，

上のトピック

について話し

合い，グループ

としての結論

を出すことが

できる。 

• 本文 

•Communication 

Activity A, B, C 

・ディスカッシ

ョンへの取り

組み方。 

・ワークシート

等を提出させ，

工夫しながら

表現活動に取

り組んでいる

かの判断材料

として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

世界中の文化圏及

び各国の人々の，

時間に対する姿勢

の相違について，

聞いたり読んだり

したことを理解

し，内容に関する

質問に英語で答え

る。 

世界中の文化圏及

び各国の人々の，時

間に対する姿勢の

相違について，聞い

たり読んだりした

ことを理解し，内容

に関する質問に英

語で答えることが

できる。 

• Warm Up 
• Pre-Reading 

Questions 
・本文 
・Listening 
Comprehension 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

異なる文化圏にお

ける人々の時間に

対する姿勢につい

て，日本人との相

違を知ることによ

って，その人々と

よりよい関係を築

くのに役立つこと

を理解する。 

異なる文化圏にお

ける人々の時間に

対する姿勢につい

て，日本人との相違

を知ることによっ

て，その人々とより

よい関係を築くの

に役立つことを理

解している。 

• 本文 
• タイトルページのイ
ラストと解説 

 

言語の使用場

面と働きを意

識した筆記テ

ストにより，知

識が身につい

ているかを判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時

間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 9 

Science of 

Love 

（5時間） 

人間にとって普

遍的なものと考

えられる恋愛感

情だが，世界中の

いろいろな分野

の研究者が分析

したところ，脳と

身体に働きかけ

るいくつかのホ

ルモンと関係が

あることが分か

った。人間と恋愛

感情について考

える。 

恋愛感情とは何かに

ついて，世界中の研究

者が様々な角度から

光を当てて解明しよ

うとしている。母親の

腕の中で感じた安ら

ぎと愛情を思い出す

ためだと考える精神

科医。健康な子供が生

まれるように，自分に

ないものを相手に求

めるのだと説明する

心理学者。恋愛がホル

モンと関係している

ことを発見した研究

者。恋愛と育児とその

後の結婚生活の維持

のために，別のホルモ

ンが働いていると示

唆する人類学者。 

恋愛に対して最も敏

感な時期を送ってい

ると思われる生徒た

ちに，題材を手がかり

にして恋愛感情の根

幹について論理的分

析的に考えさせたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

恋愛感情を論理的

分析的に考察する

ことに関心を持

ち，自分自身の経

験も振り返りなが

ら，恋愛感情につ

いて考える。 

恋愛感情を論理的

分析的に考察する

ことに関心を持ち，

自分自身の経験も

振り返りながら，恋

愛感情について考

えようとしている。 

・本文の音読練習（リピ

ート，ペア・リーディ

ング等） 

・Comprehension 

・ペアでの言語
活動を観察
する。 

・ 提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

・ 「理想の恋人

はどんな人

か。」というト

ピックについ

て英語で答え

て，50語ほど

の意見を書

く。 

・ グループ内
で，上のトピ
ックについて
話し合い，グ
ループとして
の結論を出
す。 

・ 「理想の恋人

はどんな人

か。」というト

ピックについ

て英語で答え

て，50 語ほど

の意見を書く

ことができる。 

・ グループ内で，
上のトピック
について話し
合い，グループ
としての結論
を出すことが
できる。 

• 本文 

•Communication 

Activity A, B, C 

・ディスカッシ

ョンへの取り

組み方。 

・ワークシート

等を提出させ，

工夫しながら

表現活動に取

り組んでいる

かの判断材料

として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

世界中の恋愛感情

の研究内容につい

て，聞いたり読ん

だりしたことを理

解し，内容に関す

る質問に英語で答

える。 

世界中の恋愛感情

の研究内容につい

て，聞いたり読んだ

りしたことを理解

し，内容に関する質

問に英語で答える

ことができる。 

• Warm Up 
•Pre-Reading 
Questions 
・本文 

・Listening 

Comprehension 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ 1 つのテーマ

に対して多角

的な考察が必

要なことを理

解する。 

・ 人間の感情で

さえ脳の働き

と捉え，それ

を科学的に研

究する方法が

あることを理

解する。 

・ 1つのテーマに

対して多角的

な考察が必要

なことを理解

している。 

・ 人間の感情で

さえ脳の働き

と捉え，それを

科学的に研究

する方法があ

ることを理解

している。 

• 本文 
• タイトルページのイ
ラストと解説 

言語の使用場

面と働きを意

識した筆記テ

ストにより，知

識が身につい

ているかを判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 10 

Human 

BUYology 

（5時間） 

現在最新のマー

ケティングは，

直接的間接的に

人の五感に訴え

る手法を用いる

までに進歩して

いる。このマー

ケティング戦略

を通して，企業

活動について考

える。 

Marketingは「販売戦略，

市場戦略」などと訳され，

「製品が売れるように，

市場調査・宣伝広告・販

売などを，うまく組み合

わせて行う企業活動」と

いう意味で用いられてき

た。しかし，現代最先端

のマーケティング戦略で

は，従来の販売戦略に加

え，人の五感（視覚，聴

覚，嗅覚，味覚，触覚）に

訴えかけて，店舗を訪れ

た顧客に思いもよらない

ほど多くの買い物をさせ

るという手法が用いられ

るまでになっている。生

徒には，そこまで発展し

た企業活動について，そ

の善悪も含めて考えさせ

たい。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ 最新のマー

ケティング

戦略を通し

て企業活動

に関心を持

ち，その現状

について積

極的に理解

する。 

・ 「店舗のマ

ーケティン

グ戦略」とい

うトピック

でプレゼン

テーション

に取り組む。 

・ 最新のマーケ

ティング戦略

を通して企業

活動に関心を

持ち，その現

状について積

極的に理解し

ようとしてい

る。 

・ 「店舗のマー

ケティング戦

略」というト

ピックでプレ

ゼンテーショ

ンに取り組も

うとしてい

る。 

・本文の音読練習（リ

ピート，ペア・リーデ

ィング等） 

・Comprehension 

・ペアでの言
語活動を観
察する。 

・ 提出物の有

無。 

「外国語表現の能力」 

・ 「店舗のマ
ーケティン
グ戦略」と
いうトピッ
クについて
の質問に答
えてから，
論理性に注
意しながら
プレゼンテ
ーションの
アウトライ
ンを書く。 

・ クラスでプ
レゼンテー
ションを行
う。 

・ 「店舗のマー
ケティング戦
略」というト
ピックについ
ての質問に答
えてから，論
理性に注意し
ながらプレゼ
ンテーション
のアウトライ
ンを書くこと
ができる。 

・ クラスでプレ
ゼンテーショ
ンを行うこと
ができる。 

• 本文 
•Communication 

Activity A, B, C 

・プレゼンテ
ーションへの
取り組み方。 

・ワークシー

ト等を提出さ

せ，工夫しなが

ら表現活動に

取り組んでい

るかの判断材

料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

企業活動の現状

について，読んだ

り聞いたりした

ことを理解し，内

容に関する質問

に英語で答える。 

企業活動の現状に

ついて，読んだり

聞いたりしたこと

を理解し，内容に

関する質問に英語

で答えることがで

きる。 

• Warm Up 
•Pre-Reading 

Questions 
・本文 
・Listening 

Comprehension 
 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現代の企業活動

にどのような問

題が潜んでいる

かを的確に理解

する。 

・「賢明な消費者」

になるためには，

どのようなこと

に気をつければ

いいかを理解す

る。 

・現代の企業活動

にどのような問題

が潜んでいるかを

的確に理解してい

る。 

・「賢明な消費者」

になるためには，

どのようなことに

気をつければいい

かを理解してい

る。 

•本文 
• タイトルページのイ
ラストと解説 

 

言語の使用場

面と働きを意

識した筆記テ

ストにより，知

識が身につい

ているかを判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 11 
The Robots 
Are 
Coming—
Aren’t They? 

（5時間） 

「人か人以上の

能力がある人型

のロボットを作

ることは，可能

だろうか。」とい

う問いについ

て，技術面と経

済面の両面から

考える。 

ロボットが活躍する漫画，

アニメ，映画などを見て育

った人は，数多くいること

だろう。そのせいか，やが

て人と同様に考えて行動

することができる人の形

をしたロボットが出現し

て，日常生活で役に立って

くれるだろうと，漠然と想

像している人も大勢いる

だろう。本課では，人型ロ

ボット製作についての問

題点を技術面と経済面の

2 点から考察し，人々の

「夢」が今のところ幻想に

過ぎないことを論証する。

しかし後半では，人型では

ないロボットはすでに実

用化されており，それぞれ

が限定された作業をする

ことができるまでになっ

ていることも指摘してい

る。生徒たちには，このよ

うにIntroduction，Body，

Conclusion から成り立つ

論理性豊かなエッセイか

ら，多くのことを学びとっ

てほしい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

人型ロボットの

可能性やコンピ

ューターの現在

の状態に関心を

持ち，それらの問

題点や将来の予

想について理解

する。 

人型ロボットの可

能性やコンピュー

ターの現在の状態

に関心を持ち，そ

れらの問題点や将

来の予想について

理解しようとして

いる。 

•本文の音読練習（リピ

ート，ペア・リーディ

ング等） 

・Comprehension  

・ペアでの言
語活動を観
察する。 

• 提出物の有
無。 

「外国語表現の能力」 

・ 「人型ロボ

ットを作る

必要はな

い。」という

論題に関す

る質問に英

語で答えた

り，50語ほ

どの意見を

書いたりす

る。 

・ 上の論題で，
ミニディベ
ートを行う。 

・ 「人型ロボッ

トを作る必要

はない。」と

いう論題に関

する質問に英

語で答えた

り，50語ほ

どの意見を書

いたりするこ

とができる。 

・ 上の論題で，

ミニディベー

トを行うこと

ができる。 

• 本文 
• Communication 

Activity A, B, C 

・ディベート

への取り組み

方。 

・ワークシー
ト等を提出さ
せ，工夫しな
がら表現活動
に取り組んで
いるかの判断
材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

人型ロボットの

可能性やコンピ

ューターの現在

の状態や将来に

ついて，読んだり

聞いたりしたこ

とを理解し，内容

に関する質問に

英語で答える。 

人型ロボットの可

能性やコンピュー

ターの現在の状態

や将来について，

読んだり聞いたり

したことを理解

し，内容に関する

質問に英語で答え

ることができる。 

• Warm Up 
•Pre-Reading 

Questions 
・本文 
・Listening 

Comprehension 
 

ワークシート

等を提出さ

せ，本文の内

容をどれほど

理解できてい

るかの判断材

料として活用

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ 科学的な課

題を論証す

るときの典

型的な論理

展開を理解

する。 

・ 多様なロボ

ットを含む

コンピュー

ター機器の

現状につい

て正しい知

識を持ち，理

解する。 

・ 科学的な課題

を論証すると

きの典型的な

論理展開を理

解している。 

・ 多様なロボッ

トを含むコン

ピューター機

器の現状につ

いて正しい知

識を持ち，理

解している。 

•本文 
• タイトルページの写
真やグラフ 

 

言語の使用場
面と働きを意
識した筆記テ
ストにより，
知識が身につ
いているかを
判断する。 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時

間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 12 

The Thing 

with 

Feathers 

（5時間） 

冬と春の間に食

べる餌を5,000か

所もの場所に蓄

えておくハイイ

ロホシガラスは，

その場所をどの

ように探り当て

るのだろうか。真

相を突き止める

ために，アメリカ

の大学院生が行

った実験の詳細

を読み解く。 

厳しい高山の環境で生

きるハイイロホシガラ

スは，夏と秋の間に

5,000 か所もの貯蔵場

所に餌となる松の種子

を蓄えておく。冬と春

の間はその貯蔵場所を

正確に探し当てて，埋

めておいた松の種子を

食べて生き延びる。そ

れを可能にしているの

は何かという疑問を抱

いたアメリカの大学院

生スティーブン・バン

ダー・ウォールが，仮

説を立てていくつもの

綿密な実験を試み，真

実に迫っていく。実験

の内容と結果を正確に

読み取らせるととも

に，実験者の論理的な

考え方と実験に臨むと

きの真摯な姿勢を学ば

せたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ ハイイロホシ

ガラスの記憶

力に関心を持

ち，実験の手順

とそれぞれの

意味と結論に

ついて理解す

る。 

・ハイイロホシガ

ラス以外の餌を

蓄える習性があ

る動物について

調べ，プレゼンテ

ーションに取り

組む。 

・ ハイイロホシ

ガラスの記憶力

に関心を持ち，

実験の手順とそ

れぞれの意味と

結論について理

解しようとして

いる。 

・ハイイロホシガ

ラス以外の餌を蓄

える習性がある動

物について調べ，

プレゼンテーショ

ンに取り組もうと

している。 

・本文の音読練習（リピ

ート，ペア・リーディ

ング等） 

・Comprehension 

 

・ペアでの言語
活動を観察
する。 

・ 提出物の有
無。 

「外国語表現の能力」 

・ 餌を蓄える習
性のある動物
について，質
問に答えなが
ら調べたこと
をまとめ，論
理性に注意し
ながらプレゼ
ンテーション
のアウトライ
ンを書く。 

・ クラスでプレ
ゼンテーショ
ンを行う。 

・ 餌を蓄える習
性のある動物
について，質
問に答えなが
ら調べたこと
をまとめ，論
理性に注意し
ながらプレゼ
ンテーション
のアウトライ
ンを書くこと
ができる。 

・ クラスでプレ
ゼンテーショ
ンを行うこと
ができる。 

• 本文 
•Communication 
Activity A, B, C 

・プレゼンテー
ションへの取
り組み方。 
・ワークシート
等を提出させ，
工夫しながら
表現活動に取
り組んでいる
かの判断材料
として活用す
る。 

「外国語理解の能力」 

ハイイロホシガ

ラスの記憶力の

実験について，読

んだり聞いたり

したことを理解

し，内容に関する

質問に英語で答

える。 

ハイイロホシガラ

スの記憶力の実験

について，読んだ

り聞いたりしたこ

とを理解し，内容

に関する質問に英

語で答えることが

できる。 

• Warm Up 

•Pre-Reading 

Questions 

・本文 

・Listening 

Comprehension 
 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ ハイイロホシ

ガラスの記憶

力の実験の内

容について，

その論理性や

結論を理解す

る。 

・ プレゼンテー

ションの構成

や効果的に使

える表現につ

いて理解す

る。 

・ ハイイロホシ

ガラスの記憶

力の実験の内

容について，

その論理性や

結論を理解し

ている。 

・ プレゼンテー

ションの構成

や効果的に使

える表現につ

いて理解して

いる。 

• 本文 
・タイトルページの図 
 

言語の使用場
面と働きを
意識した筆
記テストに
より，知識が
身について
いるかを判
断する。 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 13 

Technology as 

Trash 

（5時間） 

 

増加の一途をた

どるパーソナル

コンピューター

やスマートホン

などの電気電子

機器の廃棄物が，

発展途上国で引

き起こしている

深刻な環境被害

について考える。 

今や必需品となった

感のある携帯電話・ス

マートホン・パーソナ

ルコンピューターな

どの電気電子機器は，

廃棄された後どうな

るのだろう。それは，

これらの機器を所有

したことのある人が

だれしも抱く疑問と

言えよう。本課では，

その疑問に対する答

えの端的な一例とし

て，アフリカのガーナ

の首都アクラにある

スクラップ市場の様

子が描かれる。これら

の廃棄物はe-wasteと

呼ばれ，そこで働く子

供たちの健康を害し，

環境を汚染している。

これが金属を「再利用

する」ための末端の作

業現場の実態である。

先進諸国が大量の e-

wasteを生み出し，発

展途上国に送り込ん

でその処分を任せる

という構造が改めら

れないのには，各国政

府や産業界だけでは

なく消費者にも責任

があると言える。その

構造を理解させ，消費

者は買い物や選挙で

の投票といった行動

によって，政府や産業

界の政策と方針を変

えさせることができ

るのだということも

認識させたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ 電気電子機器

の廃棄物につ

いて関心を持

ち，その処分

の仕方を改善

する方法を理

解する。 

・ 電気電子機器

の廃棄物につ

いて，自分に

は何ができる

のかを考え

る。 

・ 電気電子機器

の廃棄物につ

いて関心を持

ち，その処分の

仕方を改善す

る方法を理解

しようとして

いる。 

・ 電気電子機器

の廃棄物につ

いて，自分には

何ができるの

かを考えよう

としている。 

• 本文の音読練習（リ
ピート，ペア・リーデ
ィング等） 

• Comprehension 

・ペアでの言
語活動を観
察する。 

・ 提出物の有
無。 

 

「外国語表現の能力」 

・ 「先進国は中

古機器を発展

途上国に輸出

すべきであ

る。」という論

題についての

質問に答えた

り，50語ほど

の意見を英語

で書いたりす

る。 

・ 上の論題でミ

ニディベート

を行う。 

・ 「先進国は中

古機器を発展

途上国に輸出

すべきであ

る。」という論

題についての

質問に答えた

り，50 語ほど

の意見を英語

で書いたりす

ることができ

る。 

・ 上の論題でミ

ニディベート

を行うことが

できる。 

• 本文 
•Communication 
Activity A, B, C 

・ディベート

への取り組み

方。 

・ワークシー
ト等を提出さ
せ，工夫しなが
ら表現活動に
取り組んでい
るかの判断材
料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

電気電子機器の廃

棄物について，聞

いたり読んだりし

たことを理解し，

内容に関する質問

に英語で答える。 

電気電子機器の廃

棄物について，聞

いたり読んだりし

たことを理解し，

内容に関する質問

に英語で答えるこ

とができる。 

• Warm Up 
• Pre-Reading 

Questions 
・本文 

ワークシート

等を提出させ，

本文の内容を

どれほど理解

できているか

の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ 環境問題やリ

サイクルにつ

いて，その現状

と問題点を理

解する。 

・ 環境問題を引

き起こす責任

は消費者にも

あるが，問題を

改善させる力

もあることを

理解する。 

・ 環境問題やリサ

イクルについ

て，その現状と

問題点を理解し

ている。 

・ 環境問題を引き

起こす責任は消

費者にもある

が，問題を改善

させる力もある

ことを理解して

いる。 

• タイトルページの写
真・図・グラフ 

 

言語の使用場
面と働きを
意識した筆
記テストに
より，知識が
身について
いるかを判
断する。 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 14 
The Flight 
from 
Conversation 

（5時間） 

インターネット

通信の発達によ

り，人々は仮想

世界で多くの時

間を過ごすよう

になった。その

結果，面と向か

っての会話や独

りになって自分

を見つめる時間

が減少してしま

った。そのよう

な社会状況につ

いて考える。 

近年，イギリスで孤独担

当大臣（Minister for 

Loneliness）というポス

トが設けられて話題に

なった。孤独な人は生活

に充足感がなく，より短

命で不健康になる傾向

があるという。もしもイ

ンターネット通信によ

る仮想世界が孤独を癒

してくれるのであるな

ら，孤独な人たちに通信

機器を与えて使い方を

教えれば，問題は解決す

ることになる。仮想世界

での通信が，複雑で骨の

折れる，人を相手にする

会話の代用になると思

うのは自己欺瞞にすぎ

ないと，筆者の指摘は鋭

い。孤独にさいなまれる

人々は，会話の楽しさや

高揚感，独居して得られ

る充足感を経験してこ

なかったのかもしれな

い。生徒には，自分の日

常生活に当てはめて，イ

ンターネット通信と会

話，そして独りで居るこ

との意味について考え

させたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ インターネ

ット通信と

面と向かっ

てする会話

の違いに関

心を持ち，会

話の重要性

について理

解する。 

・ 独りで居る

ことの意味

について考

える。 

・ インターネ

ット通信と

面と向かっ

てする会話

の違いに関

心を持ち，会

話の重要性

について理

解しようと

している。 

・ 独りで居る

ことの意味

について考

えようとし

ている。 

•本文の音読練習（リピ
ート，ペア・リーディ
ング等） 

• Comprehension 
 

・ペアでの言
語活動を観
察する。 

・ 提出物の有
無。 

「外国語表現の能力」 

・「コミュニケー
ションは会話よ
りもむしろモバ
イル接続によっ
て行われるべき
である。」という
論題についての
質問に答えたり，
50 語ほどの意見
を英語で書いた
りする。 
・上の論題でミ
ニディベートを
行う。 

・「コミュニケー
ションは会話よ
りもむしろモバ
イル接続によっ
て行われるべき
である。」という
論題についての
質問に答えたり，
50 語ほどの意見
を英語で書いた
りすることがで
きる。 

・上の論題でミニ

ディベートを行

うことができる。 

• 本文 
• Communication 

Activity A, B, C 

・ディベート

への取り組み

方。 

・ワークシー
ト等を提出さ
せ，工夫しな
がら表現活動
に取り組んで
いるかの判断
材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

インターネット

通信と面と向か

ってする会話の

違いや独りで居

ることの意味に

ついて，聞いたり

読んだりしたこ

とを理解し，内容

に関する質問に

英語で答える。 

インターネット

通信と面と向か

ってする会話の

違いや独りで居

ることの意味に

ついて，聞いたり

読んだりしたこ

とを理解し，内容

に関する質問に

英語で答えるこ

とができる。 

• Warm Up 
• Pre-Reading 

Questions 
・本文 

ワークシート

等を提出さ

せ，本文の内

容をどれほど

理解できてい

るかの判断材

料として活用

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ 現代のイン

ターネット

通信社会の

長所と短所

を理解する。 

・ 会話をした

り，その反対

の，独りで居

ることの重

要性につい

て考える。 

・ 現代のイン

ターネット

通信社会の

長所と短所

を理解して

いる。 

・ 会話をした

り，その反対

の，独りで居

ることの重

要性につい

て考えてい

る。 

・本文 
・タイトルページの写   
 真 
 

言語の使用場
面と働きを
意識した筆
記テストに
より，知識
が身につい
ているかを
判断する。 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 15 
Bring New 
Light on 
Traditional 
Assumptions 

（5時間） 

スタンフォード

大学のスィーリ

グ教授の課題は

「5 ドルを資本

金にして2時間

でお金をいくら

稼げるか。」とい

うもの。この難

題に挑む学生た

ちの独創的な発

想と行動，その

結果について考

える。 

アメリカの名門

スタンフォード

大学のティーナ・

スィーリグ教授

は，授業で「5 ド

ルの資本金を使

って2時間のうち

にできるだけ多

くの金を生み出

すこと。」という

課題を学生たち

に与える。その課

題に取り組んだ

学生たちの発想

と企画立案，実際

の行動とその結

果が描かれてい

る。スィーリグ教

授のねらいは，金

銭的なものでは

なく，固定観念を

打ち破って独創

的な発想を用い

て難問を解決す

ることにある。 

高校生にはやや

難度の高い内容

ではあるが，スタ

ンフォード大学

スィー-リグ教室

の学生になった

つもりで，この課

題について考え

させたい。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

独創的な発想を用

いて難問を解決す

ることに関心を持

ち，そうすることの

意味を理解する。 

独創的な発想を用

いて難問を解決す

ることに関心を持

ち，そうすることの

意味を理解しよう

としている。 

• 本文の音読練習
（リピート，ペ
ア・リーディング
等） 

• Comprehension 
 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

・ 提出物の有無。 

「外国語表現の能力」 

・ 「私の個人的

な価値観」とい

うトピックに

ついての質問

に英語で答え

て，50語ほどの

意見を書く。 

・ グループ内で，
上のトピック
について話し
合い，グループ
としての結論
を出す。 

・ 「私の個人的

な価値観」とい

うトピックに

ついての質問

に英語で答え

て，50語ほどの

意見を書くこ

とができる。 

・ グループ内で，

上のトピック

について話し

合い，グループ

としての結論

を出すことが

できる。 

• 本文 
• Communication 
Activity A, B, C 

・ディスカッション

への取り組み方。 

・ワークシート等を
提出させ，工夫しな
がら表現活動に取
り組んでいるかの
判断材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」  

独創的な発想を用

いて難問を解決す

ることについて，聞

いたり読んだりし

たことを理解し，内

容に関する質問に

英語で答える。 

独創的な発想を用

いて難問を解決す

ることについて，聞

いたり読んだりし

たことを理解し，内

容に関する質問に

英語で答えること

ができる。 

• Warm Up 
• Pre-Reading 

Questions 
・本文 

ワークシート等を

提出させ，本文の内

容をどれほど理解

できているかの判

断材料として活用

する。 

「言語や文化についての知識・理解」  

独創的な発想を生

み出すことの重要

性と，難題を解決す

る機会があれば積

極的に挑む必要が

あることを理解す

る。 

独創的な発想を生

み出すことの重要

性と，難題を解決す

る機会があれば積

極的に挑む必要が

あることを理解し

ている。 

• 本文 
・タイトルページの
イラストと説明 

 

言語の使用場面と
働きを意識した
筆記テストによ
り，知識が身につ
いているかを判
断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

（配当時間） 

題材内容 題材利用の視

点 

単元の目標 単元の評価規準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 16 
TOKYO 
SKYTREE: A 
Gathering 
Place Up in 
the Heavens 

（5時間） 

自立式放送塔と

しては世界一の

高さを誇る東京

スカイツリー

は，数々の創意

に満ちた土木・

工学技術と日本

古来の伝統的な

デザインとを融

合させた建造物

である。その構

造の詳細と建設

の理念について

学ぶ。 

東京の新しい

観光スポット

となった東京

スカイツリー

を取り上げ

る。東京のよ

うな大都市で

は，広い空き

地もなく人口

も密集してお

り費用もかか

りすぎるた

め，大型の建

造物を建設す

るのは不可能

に近い。その

不可能を可能

にするために

は，科学技術

面での様々な

創意工夫，地

域にふさわし

いデザイン

性，都市の未

来に対する理

念などが必要

になる。生徒

にはそれらに

ついての詳細

な知識はほと

んどないと思

われるが，本

課を丁寧に読

み進めること

によって最新

の高層建造物

に関する理解

を深めさせた

い。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

デザインに日本の伝

統文化を取り込み最

新の建築技術を用い

た建造物に対して関

心を持ち，その建設の

理念を理解する。 

デザインに日本

の伝統文化を取

り込み最新の建

築技術を用いた

建造物に対して

関心を持ち，その

建設の理念を理

解しようとして

いる。 

•本文の音読練習（リ
ピート，ペア・リー
ディング等） 

• Comprehension 
 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

・ 提出物の有無。 

「外国語表現の能力」 

・ 外国人に高い評
価を受ける日本
製品か科学技術
について，質問
に答えながら調
べたことをまと
め，論理性に注
意しながらプレ
ゼンテーション
のアウトライン
を書く。 

・ 「日本の科学技
術」というトピッ
クでプレゼンテ
ーションを行う。 

・ 外国人に高い
評価を受ける
日本製品か科
学技術につい
て，質問に答
えながら調べ
たことをまと
め，論理性に
注意しながら
プレゼンテー
ションのアウ
トラインを書
くことができ
る。 

・ 「日本の科学

技術」という

トピックでプ

レゼンテーシ

ョンを行うこ

とができる。 

• 本文 
• Communication 
Activity A, B, C 

・プレゼンテーシ
ョンへの取り組
み方。 
・ワークシート等
を提出させ，工夫
しながら表現活
動に取り組んで
いるかの判断材
料として活用す
る。 

「外国語理解の能力」 

東京スカイツリーの

建設について，聞いた

り読んだりしたこと

を理解し，内容に関す

る質問に英語で答え

る。 

東京スカイツリ

ーの建設につい

て，聞いたり読ん

だりしたことを

理解し，内容に関

する質問に英語

で答えることが

できる。 

• Warm Up 
• Pre-Reading 
Questions 
・本文 

ワークシート等

を提出させ，本文

の内容をどれほ

ど理解できてい

るかの判断材料

として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本の伝統文化が

現代の科学技術に

どのように応用さ

れているかについ

て正しい知識を持

ち，理解する。 

・プレゼンテーショ

ンの構成や効果的

に使える表現につ

いて理解する。 

・ 日本の伝統文

化が現代の科

学技術にどの

ように応用さ

れているかに

ついて正しい

知識を持ち，

理解してい

る。 

・ プレゼンテー

ションの構成

や効果的に使

える表現につ

いて理解して

いる。 

・本文 
・タイトルページの
イラストと説明 
 

言語の使用場面
と働きを意識し
た筆記テストに
より，知識が身に
ついているかを
判断する。 
 

 


